
令和２年度 京都府立木津高等学校 学校経営計画(スクールマネジメントプラン)（計画段階）

学校経営方針(中期経営目標) 前年度の成果と課題 本年度学校経営の重点(短期経営計画)

平成31(令和元)年度は前年度の成果と課題を踏まえ教職員が一丸と 【重点課題】
・地域から愛され、生徒一人一人が輝く学校 なって本校の教育活動を前進させることができた。 ・教育活動が保護者から見えやすいようにする

１ 学校評価について ・生徒が意欲的、主体的に学習に取り組むよう授業改善を行う
・生徒の能力を最大限に伸ばし、将来展望を持 先生が授業を大切にしている、先生の学習時の対応、マナー指導

たせ、進路を決めて卒業させる学校 の充実、進路実現指導、進路情報提供等の項目について、生徒アン １ 創立119年､木津高校の歴史と伝統ある建学の精神を継承しつつ、

ケートで高い評価を得ている。三年生の入学満足度は91％であった。 2030年代を見据えて、３つの学科の学びを、それぞれ主体的で対

１ 地域との連携を深めた特色ある学校づくりを推進する さらなる上昇を目指す。保護者アンケートでは、本校の教育活動へ 話的で深い学びとなる新学習指導要領の趣旨を踏まえ教育活動を

２ 教育活動をとおして、規律ある行動とコミュニケーシ の評価と、生徒の充実した高校生活について、約85％の肯定率であ 実施する。また、指導と評価の一体化、「わかる授業」のための

ョン能力の向上を図り、自分を大切にし、他者を思いや る。しかし、教育活動が保護者から見えやすい、生徒が意欲的に学 授業改善をさらに推進し、生徒の主体的な学びの意欲向上を図る。

る心を育てる。また、安心安全で充実した教育環境を整 習に取り組めている、の２項目については、肯定率が50％台であり、 ２ 生徒の能力を最大限に伸ばし、希望進路の実現を図り、卒業させ

備する。 次年度の重点課題とする。 る。

３ 生き生きとした学習活動を公開し、地域から信頼され ２ 進路指導について ３ 粘り強い学習指導を通して原留・中退・転学等を限りなく０に近づ

る学校づくりを推し進める。 平成30年度から新設された「特進エリア」の進路指導体 制を定 ける指導を徹底する。

４ 自己理解を深めるとともに、目的意識を高めさせ、自 着させることができ、組織的な進路体制の構築が進んだ。また、就 ４ 部活動の加入率70％以上を目指し、部活動のさらなる活性化を図

らの進路を主体的に切り開く能力や責任ある行動力を身 職希望者への指導の徹底により就職内定率100％である。 る。また、学校行事に積極的、主体的に取り組むよう常に工夫・改

につけさせる。 次年度が新進路指導体制３年目であり、生徒の進路実現のさらな 善に努め、学校生活の一層の充実を図るとともに、生徒・保護者

５ 学習環境の整備や教職員の資質向上に努め、学校の評 る充実につなげる。 の学校満足度のさらなる向上を目指す。

価を高め、信頼される学校づくりを推し進める。 ３ 地域連携等について ５ 清掃活動を自己研鑽の中心に位置づけ、心身の健全な発達と母

６ 新学習指導要領の趣旨を踏まえた指導・評価の充実と、 地域連携は、専門学科および普通科連携コースでの取組 により、 校を愛し、誇りの持てる高校生活の醸成を目指す。また、あいさつ

相違工夫を活かした特色ある教育活動を展開する。 昨年以上に充実・発展させることができた。地域清掃活動の16年間 を励行し、ボランティア活動の一層の推進や地域連携、地域行事

７ ＩＣＴ教育の充実を図るとともに、ネットワークを活 継続実施をもとに環境大臣表彰を受賞した。次年度は、ＳＤＧｓを への積極的な参加等をとおして、119年の歴史を誇る本校の建学

用した休業中の学習支援の充実を図る。 重視した地域連携も前進させたい。 の精神である地域に愛される、地域の高校としての存在感を高め

４ 命を大切にした取組 る。

生徒の生命の尊重を第一に考え、迅速かつ丁寧な対応を行うとと ６ 引き続き工夫を凝らした広報活動を積極的に展開し、本校の特色

もに、いじめ防止に向け、いじめアンケートの実施のほか、全校生 ある教育活動を正しく、広く理解していただくとともに、積極的に授

徒から木津高人権啓発標語の取組みを行った。次年度は、早期に薬 業、学校行事を公開し、保護者にも教育活動が見えやすくするとと

物乱用防止のさらなる充実を図る。 もに、地域に開かれた学校としての取組を推進する。

５ 規範意識に関する取組について ７ 自他を大切にする人権感覚の育成に重点を置くとともに、身だし

生徒指導部を中心に、身だしなみ指導を充実させ、帰属意識の定 なみ違反や遅刻の根絶等、基本的生活習慣を確立する。また、全

着を図ることができた。今後、教科指導を粘り強く行い、また、授 員が安心で安全な高校生活をおくれるよう規範意識の確立と授業

業改善を推進し、生徒の学力向上を図ると共に原留・中退等を減少 規律を徹底するとともに、人権教育、薬物乱用防止教育等の命と

させ、生き生きと充実した高校 生活の充実を目指す。また、部活 健康の教育、交通安全教育を推進する。

動、清掃活動等をさらに充実させ、情操教育をさらに進める。 ８ 新型コロナウイルス感染症対策会議を校内に設置し、生徒の健康

第一の上での望ましい教育活動の在り方を検討し、生徒の学力、

体力、情操を育むを教育活動を推進する。



分掌 評価領域 重 点 目 標 具 体 的 方 策 評 価 成 果 と 課 題

教 修学保障 原級留置・中途転退学者数を限りなく 欠席過多生徒・成績不振の生徒に対する指導について学年部のみでは
務 ゼロに近づける。 なく、各教科担当との連携を密にし、昨年度人数より減少を目指す。
部 各学期末において、成績会議を開催し、各生徒の成績状況の情報共有

を図るとともに、成績不振生徒に対する丁寧な学習指導に力を入れる。
課題を抱える生徒への面談やアプローチの仕方について、より効果的
な実施の仕方、時期を検討する。

学習指導 授業規律を確保するとともに、授業改 授業改善につながる取組（公開・研究授業週間、授業アンケート等）
善を推進して学力向上を図る。 を効果的に実施し、授業改善を通じて学力向上につなげる。

学力向上につながる取組を他分掌と連携して効果的に実施する。
学校運営 学校運営上のマニュアル、手引き、各 マニュアル、手引き、各種届け書等の見直しを図り、全教職員が効率

種届け書等の見直しを図る。 的に作業ができるようなルールづくりを行う。
生 生徒指導 基本的な生活習慣の確立と規範意識の 社会の一員としての自覚を育てるために、定められた時間に登校でき
徒 醸成を目指す。 るよう毎朝校門にて、あいさつ運動とともに遅刻防止指導を行う。
指 登下校時を含め、学校生活全体を通じて、身だしなみが整った状態で
導 過ごすことができるよう統一した指導を行う。
部 携帯電話やスマートフォンの使用ルールを遵守するよう、統一した指

導を行う。
保護者や地域、関係機関と連携し、安 外部関係機関と連携を密にし、生徒の安全に留意した指導を行う。
心・安全な学校生活の構築を図る。 いじめの早期発見・早期解決といじめを許さない心の育成指導を行う

特別活動 規律ある集団生活の中で、生き生きと 生徒会、クラス委員、部活動の校内外での奉仕活動等を通して、地域
した教育活動を推進する。 への連携を深めるとともに他者を思いやる心を育てる。

部活動に参加しやすい環境をつくり、一人ひとりが達成感・充実感を
得られるようにする。

キ 進路指導 希望進路実現のために就職指導、進学 就職希望者に対する指導体制のさらなる充実及び強化を図り、希望者
ャ 指導体制を充実させる。 全員の内定を得る。
リ ３年目を迎えた各学年の特別進学プログラムをチームを中心に各学年
ア 及び各教科と連携しながらより効果的に実施し、進学指導体制「守破
教 離」の確立に向けた指導を行う。
育 進路シラバスを基に系統的な進路学習を実施し、適切な情報提供を行
推 い、生徒の進路意識をさらに向上させ、希望進路実現に向かう。
進 中高連携 本校の教育活動に興味・関心を持つ中 中学校訪問や中学校教員対象の説明会の実施、あるいは中学生対象の
部 学生に多く受験し入学してもらうため 説明会や専門学科セミナーの実施により中学校との信頼関係を構築し、

に、中学校との連携をより強化する。 特に木津川市、相楽エリアにおいて選ばれる学校を目指す。
広報活動 本校の特色ある教育活動を、中学校、 各分掌、教科、学科、部活動と連携して、ホームページを積極的に活
PTA 地域社会、企業、大学へ広報する。 用したリアルタイムな情報発信を行う。またPTAと連携し、会報などを

利用し本校の教育活動を保護者に向けて適正に発信する。
図 図書館活動 図書館での活動を通して、生徒の学力・ 生徒及び教職員の図書館資料や視聴覚教材の利用を促進する。
書 人間力の向上を目指し、社会で通用す 生徒の図書・視聴覚委員会の活動に積極的、主体的に取り組ませる。
部 る能力を身につけさせる。 HPを更新するなど、有効な広報活動を行う。
保 健康・安全 清掃活動の充実を図り、他を思いやる 事務部と連携し、清掃道具の整備と充実に努める。清掃場所を明確に
健 心を育てる。 し、生徒と教員がより効率的で清掃しやすい環境を整える。
部 保健活動を通して、生徒の健康・安全 各種検診の全員受診を目指し、保健活動を充実させる。

を守るとともに将来に繋がる取組を行



う。
支援を要する生徒の対応を関係機関と 生徒観察や学校適応推進会議を充実する。スクールカウンセラーや関
連携しながら自立と進路実現をめざす。係機関との連絡を図る。校内委員会を実施し、個別の指導計画に基づ

いた指導を行う。
農 農場経営 ＧＡＰ（農業生産工程管理）を基礎に 農場管理記録簿を全部門で記入し実習計画に応用する。
場 おいた農場運営を行う。GLOBALGAPの継 作業の安全を第一とし、そのための整理整頓を実施する。
部 続認証を行う。 リスクを共有し対処できるようにする。

学科連携・地域連携・学校間連携をよ ＴＶＦ講座・情報企画科連携の内容を充実させる。
り充実させる。 大学・自治体をはじめ、他校種との学校連携を充実する。

情 学科経営 「人間性豊かな職業人の育成」を理念 生徒の能力を最大限に伸ばすために、学科・地域と連携した取り組み
報 とした諸活動を推進する。 をさらに充実させ、情報企画科の特色と魅力をより明確にする。
企 時間・あいさつ・身だしなみの規律を定着させ、特に「時間を守る」
画 ことを重点項目として全学年に周知し、教員・生徒が共に徹底して取
部 り組む。

商業科の専門性を生かした進路実現を 担任と連携してより進路計画を協議し、専門性を生かした進路実現を
支援する。 図る。
専門学科の魅力についてより広く認知 情報企画科のニュースを内外に発信し、また、引き続き中学生へのマ
されるよう、広報活動の充実を図る。 ナー講習会を行うことで、学科の取り組みや魅力を中学生に直接アピ

ールする。
地域と連携した課題研究の取り組みを中心として、地域住民にも学校
の魅力をアピールする。

第 学校生活 基本的生活習慣を確立し、目的ある ルールを守らせる等の規範意識の確立を図る。
一 性豊かな集団を育成する。 授業規律を守り、授業を大切にすることで、学習環境を整え、基礎学
学 力の定着を図る。
年 身だしなみや挨拶、時間を守ることの指導を徹底する。
部 生徒、及び授業担当者や保護者との連携を深めて情報を共有し、迅速

な問題解決を図る。
部活動および学校行事に積極的に参 部活動参加を積極的に推進する。
加し、協調する姿勢を養う。 校外学習・文化祭・体育祭等の行事において、主体的計画のもと、協

力して取り組ませる。
第 学校生活 学習習慣を確立し、基礎学力の定着 授業を大切にする環境づくりと考査前学習会の実施で、学習習慣と基
二 を図る。 礎学力の定着を図る。
学 進路に対する意識を高め、自ら目標 進路実現のために、担任からの日常的な進路指導やキャリア教育推進
年 を定める。 部との連携を図り、個別に面談を定期的に行い、自ら進路目標を切り
部 開く力を育てる。

思いやりの心を育み、人権意識を高 身だしなみを整え、日頃から正しい言葉遣いを心がけ、落ち着いた気
め、社会性豊かな集団の育成を図る。 持ちで学校生活を送れるようにする。

充実した研修旅行の実現に向け、人権学習や平和学習などをはじめと
した事前学習・事後学習を計画的に行う。

第 学校生活 進路実現と社会性豊かな資質を身に 生徒の希望進路実現にむけ、保護者との密接な連携のもと進路指導を
三 つけさせる。 すすめる。
学 地域に愛される高校の一員として、身だしなみを整え、相応しい言葉
年 遣いなど礼節が養われるようにする。
部 学校行事や人権学習、清掃活動など日常の活動を通して、自他を大切

にするコミュニケーションの大切さを自覚させる。



事 施設設備管理 安全安心な学校作り 施設担当者・技術担当者を中心に施設・設備の点検を実施し、危険箇
務 所等には、早急に対応する。
部 北校舎長寿命化事業 北校舎長寿命化工事完成に向けて、本庁担当課、各分掌と連携し、有

意義なものとなるよう整備を進める。
会計管理 効果的な予算執行と適切な会計事務 職員相互のチェック・確認体制の定着を図る。

処理
省エネ・ゴミ 節電対策の推進 校内を巡回し、不必要な点灯箇所の電灯を消す等節電に努める。
削減と清掃 廃棄物量の削減と清掃 清掃活動を自己研鑽の中心に位置づけるという短期経営目標を踏ま

え、保健部と連携し、ゴミの分別・節減に努めるとともに、自らも積
極的に清掃活動を実施し、生徒の模範となるようにする。

新型コロナウ 新型コロナウイルス感染症拡大防止 生徒の健康を第１に考え、保健部と連携しながら、必要な物品の調達
イルス感染症 対策 を図る。また、新型コロナウイルス感染拡大防止対策を念頭に置き、
拡大防止対策 生徒、保護者、来客等の窓口対応に当たる。


